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報道関係者各位                               2022 年 11月 7日 

 

グループシナジーの最大化により、グループ会社の売上高年平均成長率は最大 62％増！ 

ケイアイスター不動産グループ 

全国シェア拡大に向けＭ＆Ａを加速 

 

ケイアイスター不動産株式会社（本社／埼玉県本庄市、代表取締役／塙 圭二、以下「当社」と

言う。）は、さらなる規模の拡大を目指し、ケイアイスター不動産グループ（以下「当社グループ」

と言う。）のＭ＆Ａを強化します。2022 年 3 月期において当社グループは、グループ連結数値で

5,481 棟を販売し、売上高は前年比 18.4%増収の 1,843 億円と過去最高を達成しました。要因の 1

つとしてグループ会社の本体以上の高い成長率があげられ、規模拡大におけるＭ＆Ａの寄与は大き

いと言えます。 

 

 

 

当社は、2016 年 4 月に株式会社よかタウン（本社／福岡県福岡市、代表取締役／野島 幸司、

以下「よかタウン」と言う。）を迎え、2017 年 4 月に株式会社旭ハウジング（本社／神奈川県横浜

市、代表取締役社長／中倉 孝博、以下「旭ハウジング」と言う。）、2019 年 1 月に株式会社建新

（本社／神奈川県横須賀市、代表取締役 CEO／大口 隆弘、以下「建新」と言う。）、2021 年 1 月

にケイアイプレスト株式会社（本社／埼玉県蓮田市、代表取締役／小林 勝彦、以下「ケイアイプ

レスト」と言う。）の 4 社をグループに迎え、事業を展開しております。2022 年 3 月期の売上高年

平均成長率は、当社本体が 27%増だったのに対し、よかタウンは 34%増、旭ハウジングは 62%増、

当社グループの強みとグループ会社の成長 
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建新は 37%増と、いずれも当社本体よりも高い成長率を達成しています（※1）。成長の背景には、

コンパクト分譲住宅事業へのシフト加速・強化、デザインに優れた住宅商品の提供、グループ化の

規模を活かした資材コストの低減と安定供給、「KEIAI プラットフォーム」など DX（デジタル・ト

ランスフォーメーション）による生産性の向上などがあり、様々なグループシナジーの創出によっ

て、グループ入りしてから数年で売上高は最大約 6.9 倍、棟数は最大約 9.4 倍と、急激な事業成長

を実現しています。 

 

※1…2023 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明資料 P43 

   https://ssl4.eir-parts.net/doc/3465/ir_material_for_fiscal_ym/122402/00.pdf 

 

 

 

当社は、「豊かで楽しく快適なくらしの創造」を経営理念に、「すべての人に持ち家を」をミッシ

ョンとし、『高品質だけど低価格なデザイン住宅』を提供しています。戸建分譲事業をメインに、

事業における様々な情報を一元管理する「KEIAI プラットフォーム」の構築やビックデータの活用

によるコンパクト分譲開発とセミオーダーのデザイン住宅を事業戦略に、今後のさらなる事業拡大

を図っています。 

創業以来 30 年超えの独自のノウハウを持っており、これをもってグループ会社の価値向上を目

指しています。 

 

戸建分譲住宅事業をメインとした事業戦略 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3465/ir_material_for_fiscal_ym/122402/00.pdf
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【Ｍ＆Ａによるエリア展開戦略①：よかタウン】 

当初よかタウンは、注文住宅事業をメインに展開して

おりましたが、当社グループ入りを機に戸建分譲事業に

シフトし、既存の商品に加え、当社の商品である「FiT（フ

ィット）」、「Ricca（リッカ）」を販売してきました。その

結果、2021 年 3 月期には売上高 200 億を突破し（※2）、

現在、戸建住宅着工棟数ランキングにおいて、3 年連続で

低層住宅着工棟数福岡県第 1 位に輝いています（※3）。 

  

 

 

さらに 2021 年 5 月に佐賀県と熊本県に出店し、2022 年 4

月には大分県にも出店しました。福岡県内だけでなく九州エ

リアでの出店も拡大し、現在は福岡県内 18 店舗、佐賀県、熊

本県、大分県各 1 店舗の、合計 21 店舗に拡大しています（2022

年 10 月末時点）。 

 

※2…2021 年 3 月期 通期決算説明資料 P10 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3465/ir_material_for_fiscal_ym/100054/00.pdf 

※3…株式会社住宅産業研究所調べ 

   ケイアイスター不動産グループのよかタウンが 2021 年度 低層住宅着工棟

数 福岡県第 1 位を獲得（2022.10.20） 

   https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000346.000029869.html 
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【Ｍ＆Ａによるエリア展開戦略②：旭ハウジング】 

旭ハウジングも注文住宅をメインに展開しておりました

が、グループ入りをきっかけに完全に分譲住宅へと切り替え

を行いました。その結果、2022 年 3 月期には、当初の予定よ

り 1 年程度早く 100 億円の売上高を達成し、売上高成長率は

グループ会社の中で最も高い 62%増となりました。さらに従

業員数が 69 名（2022 年 11 月 1 日時点）の少数精鋭の体制

にも関わらず、2022 年 10 月末時点で出店エリアは 3 県（埼

玉、東京、神奈川）で計 8 店舗に拡大しており、非常に高い

生産性を維持しながら成長を加速させています。 

 

 

【Ｍ＆Ａによるエリア展開戦略③：建新】 

 神奈川県を中心に展開している建新も、注文住宅事業メインから戸建分譲事業に切り替え、グル

ープ入り 3 年目の 2021 年 3 月期に売上高 100 億円を突破しました。現在の従業員数は 140 名で、

7 店舗を運営しています（2022 年 11 月 1 日時点）。各グループ会社の直近（2021 年 3 月期と 2022

年 3 月期）のデータを比較しても、それぞれが成長を続ける中で、建新の営業利益は 172.6%増と

急激な成長率を維持しています。 
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分譲戸建住宅における過去 10 年の着工棟数は増加傾向にあり、住宅着工棟数に占める分譲戸建

の割合も上昇が続いており（※4）、今後もシェア拡大が見込める市場です。 

当社は、グループ会社の価値向上に向けたグループ経営施策を推進するとともに、M＆A を強化

します。また今後は、戸建分譲事業だけでなく、注文住宅事業での展開を検討する企業様も当社グ

ループに参加していただける体制を整えてまいります。そして当社とグループ会社との「協働によ

る企業グループ全体の価値最大化」を目指しそれぞれのエリア No.1 の実現を目指すとともに、『高

品質だけど低価格なデザイン住宅』を提供し、お客様のさらなる「豊・楽・快（ゆ・た・か）なく
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らしの創造」を目指してまいります。 

※4…2023 年 3 月期 第 1 四半期 決算説明資料 P47 

   https://ssl4.eir-parts.net/doc/3465/ir_material_for_fiscal_ym/122402/00.pdf 

 

【M＆Ａに関するご相談】 

ケイアイ経営サポートチーム 

担当者直通：080-3426-4701、080-3429-2858 

Mail：mst@ki-group.co.jp 

 

■ ケイアイスター不動産株式会社とは 

「豊かで楽しく快適なくらしの創造」を経営理念に、「すべての人に持ち家を」をミッションと

し、『高品質だけど低価格なデザイン住宅』を提供しています。仕入れから販売までを一気通貫で

行うリアル×テクノロジーの基盤である「KEIAI プラットフォーム」を構築。テクノロジーの積極

的な導入とコンパクト戸建住宅による独自のビジネスモデルによって、国内分譲住宅市場シェア

の拡大を図ります。今後も不動産業界の DX を牽引するリーディングカンパニーとして、価値あ

る分譲住宅を提供していきます。 

戸建分譲事業を中心に、1 都 1 府 16 県（宮城、福島、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、

神奈川、静岡、愛知、大阪、兵庫、福岡、佐賀、熊本、大分、鹿児島）で展開。年間 5,400 棟(土

地含む)以上を販売(※)しています。2022 年 3 月期の売上高は 1,843 億円(※)。一般社団法人日本

木造分譲住宅協会の立上げに参加し、国産木材の利用を促進するなど ESG にも力を入れていま

す。 

2021 年、経済産業省「新・ダイバーシティ経営企業 100 選」「DX 認定事業者」認定、「2021 年

度グッドデザイン賞」受賞。（※グループ連結数値） 

 

【会社概要】 

社 名  ケイアイスター不動産株式会社（コード番号：3465 東証プライム市場） 

代 表  代表取締役 塙 圭二 

所 在 地  〒367-0035 埼玉県本庄市西富田 762-1 

資 本 金  4,809 百万円（2021.9.28 現在） 

設 立  1990 年 11 月 

従業員数  2,078 名（連結 / 2022.4.1 現在） 

U R L  https://ki-group.co.jp/ 

事業内容  戸建分譲事業、注文住宅事業、総合不動産流通事業 ほか 

 

【報道関係者からのお問合せ先】 

ケイアイスター不動産株式会社 戦略開発本部 PR 課 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3465/ir_material_for_fiscal_ym/122402/00.pdf
mailto:mst@ki-group.co.jp
/
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TEL：03-6259-1750 FAX：03-6551-2567 E-mail：press@ki-group.co.jp 
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